
PDF issue: 2024-12-26

会計データにみる位相 : 結節域の問題

FUKUDA, Hiroshi / 福多, 裕志

(出版者 / Publisher)
法政大学経営学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
The Hosei journal of business / 経営志林

(巻 / Volume)
32

(号 / Number)
3

(開始ページ / Start Page)
87

(終了ページ / End Page)
94

(発行年 / Year)
1995-10-30
(URL)
https://doi.org/10.15002/00003474



8７ 

〔論文〕

会計データにみる位相
一結節域の問題一

福多 裕志

る2)。過去30年の時間幅を考慮すると成長あるい

は衰退方向のみを示す位相パターンをもつ業界は

約１％で，他は程度においてその差は生じるがす

べて成長と衰退を繰り返す循環型とその変種であ

ることが明らかになった。

〔表１〕製造97業界の位相パターン

１．はじめに

昨今財務情報開示の不備がさまざまな金融不安

をひきおこす一因となっている。'情報の送り手，

受け手の双方がその責任を分担しなければならな

いことは当然にしても，文字と数値のみの羅列に

よる企業の会計的行動の説明には自ら限界がある。

筆者はこれまで位相という概念を用い，ある財務

指標の経年変化を位相図上で単純簡潔に視覚的に

表現しようと試みてきた゛。それは視覚と直観に

訴えることで財務･情報をよりわかりやすいものと

し，企業外部の一般投資家や企業内部の管理者に

たいし経済合理的な意思決定を促すことができる

と考えたからである。

本稿では複数の位相パターンの内，循環型位相

において特徴的にみられる緒節域の有無について

調べ，それにもとづいて業界事例を検討する。ま

た２変鐡の関係を理解するために散布図に１次元

位相を反映させる。

企業の業績はさまざまな内的，外的要因によっ

て変動することは容易に想像できよう。たとえば

左方向への一方向性しか示さない業界は消滅の道

を歩むことになるので，それを回避するために何

らかの手立を講じることによって右方向への軌跡

の転換が可能となる。しかし右方向への長期傾向

は，当該産業への参入を招く一因となり，景気そ

の他のマクロ要因も加味ざれ左方向への転換を余

儀なくされる。こうした変動の結果循環型や複合

型が多く形成されることになるのである。

以下において結節域という構造的特徴を有する

循環型に焦点を絞り，その理論図と業界事例を説

明することにしよう。

2．位相

位相とは次の瞬間（時点）の方向性を示す動態

的局面である。従来のプロット図においても財務

指標の長期傾向を示すことは可能であるが，図中

にプロットされた各点は次の瞬間においてどの方

向をも示さないという意味で静態的である。次の

瞬間において各点が方向性を有するという動態性

は，企業内外の意思決定者にたいし予測の目安を

与えるための有効な概念となりうる。

この動態的局面は，成長型，衰退型，循環型，

らせん型およびいくつかのパターンの属`性をあわ

せもつ複合型に分類され，１次元位相図上で表現

される!〉・製造97業界における売上経常利益率に

関する位相パターンの分布状況は表］の通りであ

循環型位相３１

循環型位相とは，移動勾配の上限と下限および

〔図１〕循環型１
ｄＸ 

ｄＴ 

0 

Ｘ 

Ｔ：時間Ｘ：変量

＊データ処理と位相図作成には神戸商科大学経済研究所斎藤滴教授開発のＸＣＡＭＰＵＳ５を使用した。ここに深甚の

謝意を表するものである。
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〔図２〕循環型２（収束） バタフライ型位相の形成過程は以下の通りであ

る。Ａを出発点とし，Ｂ→C→D→Ｈ→Ａと戻り左

側の円を形成し，次にＡ→Ｂ→Ｃ→Ｄ→Ｅ→B→Ｆ

→Ｇ→Ｄと右側の円を形成する。また別の可能性

として，Ａ→B→F→Ｇ→Ｄ→Ｈ→Ａ→B→C→Ｄ→Ｅ

→B→Ｆの推移や，Ａ→Ｂ→Ｆ→Ｇ→Ｄ→Ｅ→Ｂ→Ｆ

→Ｇ→D→Ｈ→Ａの推移なども考えられよう。も

ちろん１次元位相図上においては，ゼロ軸より上

に示される各点は必ず右方向へ移動し，反対にゼ

ロ軸より下にある各点は必ず左方向へ移動するこ

とになり，その逆は起こりえない。図４において

B→F→Ｇ→Ｄが蝶の右側の羽の部分，Ｂ→Ａ→Ｈ

→Ｄが左側の羽の部分，Ｂ→C→D→E→Ｂが蝶の

胴体部分で結節域とよばれる領域を形成している。

このようにバタフライ型位相は左右の円が中央部

分で交差し結節域を形成する。結節域の大きさは

2個の円がほぼ重なり合う場合の大きなものから，

左右の円が中央部分で接する場合のように小さな

結節域まで考えられる。

ＢとＤを結ぶ直線は結節域の中心とよばれる。

この中心は推移曲線のゼロ軸との交差の仕方によっ

て決定される。Ｂ→C→Ｄ→やＦ→G→Ｄのように

上からゼロ軸と交差する場合と，Ｄ→Ｅ→ＢやＤ

→Ｈ→Ａのように下からゼロ軸を交差する場合が

あり，結節域の中心とは上からの交差と下からの

交差を左右に区分する位置である。したがって直

線ＢＤは，下から交差する２本の曲線を左側に，

上から交差する２本の曲線を右側に区分すること

になる。図４においては結節域が1個形成されて

いるにすぎないが，経済構造に変化が生じた場合

複数個の結節域も考えられうる4)。

こうした構造の下ではある指標が増加，減少の

循環過程において将来的に中央の結節域に帰って

くることが特徴である。ある指標が緒節域より高

い（低い）水準にあっても時間の経過とともに再

び緒節域の水準に戻ることが予想されるのである。

それでは次に上述の議論にもとづいて，製造９７

業界のなかで売上経常利益率の１次元位相におい

て結節域が形成されるバタフライ型位相と結節域

をもたない事例について検討してみよう。

竺
鉦

0 

Ｘ 

〔図３〕循環型３（拡散）血
行

Ｘ 

移動平均の数値の幅がおおよそ認識されその範囲

内において円や楕円を描くパターン（図，八円

が徐々に小さくなり円の中心部に収束されていく

パターン（図２)，反対に円が徐々に大きくなり

軌跡が円の外へ拡散していくパターン（図３）を

いう。いずれの場合でもある指標の値が拡大と縮

小を繰り返す特徴をもっている。こうした循環型

位相を２個結合すると中央に結節域とよばれる蝶

の胴体のような領域をもつ位相が形成される。こ

れをバタフライ型位相という。バタフライ型位相

では左右に蝶の羽のような形状と中央に胴体部分

が形成される。図４のバタフライ型位相の理論図

ｄＸ〔図４〕バタフライ型位相の理論図
dＴ 

Ｘ 

を用いて敷術しよう。図１から図４までの理論図

ではある指標の値の連続性を想定している。縦軸

に器.横勲'1にある指標のIiiixをとる｡現爽の
会計データは離散的に蓄積されているので，後の

事'，!'においては縦'Ⅷに器にかえて6項移鋤勾
配，横軸にＸの４項移動平均をとる。

上限

ﾄﾞ限

上限

ﾄﾞ限
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て中央部分の結節域に向かって推移すると予想さ

れよう。

NEEDSの分類によると繊維産業は，①化合繊，

②綿紡績，③絹紡繍，④毛紡績，⑤繊維２次加工，

⑥その他繊維の６業界の集合体である。繊維２次

加工を除く他業界の売上経常利益率の位相パター

ンは衰退と成長を繰り返す複合型位相であるが緒

節域を形成していない5)。このことは結節域を形

成すればいずれは結節域への回帰という長期傾向

の把握も可能である繊維２次加工業界と異なり，

長期的に利益率の幅の確定ができないという意味

で不安定な要素を内包しているということになろ

う。因みに全上場製造業，繊維産業，繊維２次加

工業界の1994年時点の売上経常利益率の平均はそ

れぞれ約1,9％，約2.2％，約3.7％である6)。当業

界は全製造業，繊維産業と比較して相対的に高い

利益率をあげている。さらに今後5％付近へ向かっ

て推移するとすれば産業内での優位性は保たれる

といえよう。

3．結節域をもつ１次元位相

１．繊維２次加工業界の例

繊維２次加工とは住宅や自動車のインテリア，

靴下，帽子などの衣料を取り扱う業界である。図

５において横軸は売上経常利益率の４項移動平均，

縦軸は売上経常利益率の６項移動勾配である。ｅ＝

〈.ａ(ｄＪ４とｆ＝〈.ｄ(d，）６はそれぞれ４項移

動平均と６項移動勾配を求めるためのＸＣＡＭＰＵ

Ｓ上のパラメータである。

〔図５〕繊維２次加工業界の売上経常利益率の
１次元位相

＝《.。《。、５

》
》
》
》

小文字のアルファベットは時点を表わしており，

bが起点，ｖが終点である。原則としてNEEDS

データの1965年から1994年までの30年間を考察対

象とするので，６項移動勾配を算出すると最初と

最後の３項ずつ欠落することになり，その結果

1968年から1991年までの各点が位相図上にプロッ

トされることになる。まずｂ点から出発し，おお

よそ1980年までの12年間で左側の円をｂ→c→c→

｡→｡→e→e→f→g→h→i→j→ｋの経路で形成し，

ついで約８年かけて中央部分の結節域をj→k→ｌ

→、→､→o→p→ｑのように形成し，それからま

だ未完成ではあるが現在まで右側の円をｑ→r→ｓ

→t→u→ｖの順序で形成しつつあるということを

よみとることができよう。結節域の中心は横軸に

たいし垂線をおろしたＸで示され，その値は約

0.053である。垂線の右側ではゼロ軸を上から下

へ交差するj→k→lとｔ→ｕの２本の曲線があり，

左側にはゼロ軸を下から上へ交差する、→o→ｐ

とｅ→fの２本の曲線がみられる。こうしたバタ

フライ型位相では，第１次石油ショックのｅ→ｆ

点で結節域より左側へもっともはずれ（利益率の

悪化)，ｔ→ｕのバブル期で右側に大きく移動（利

益率の上昇）し，そしてｖ点以降の平成不況を経

２．その他パルプ・紙業界の例

パルプ・紙産業は大手製紙とその他パルプ・紙

の２業界に分類される。大手製紙の１次元位相は

左方向へのらせん，成長および衰退のパターンを

あわせもつ複合型である７１。それにたいしその他

パルプ・紙業界の位相はほぼバタフライ型である。

〔図６〕その他パルプ・紙業界の売上経常

利益率の１次元位相

Ｆ＝《□。[ｄＤ５

》
０
》
０
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図６において結節域の中心はＸ線で示され約0.03

である。ｂ点から出発し約７～８年間で結節域が

形成され，ｅ点からｎ点までおおよそ10年間で左

側の円を形成し，1985年以降現在までに右側の円

を形成している。結節域の右側には上から下へゼ

ロ軸を交差する。→e，ｂ→cおよびs→tの３本の

曲線があい左側ではc→ｄとｇ→ｈの２本の曲線
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9０ 

がゼロ軸を下から上に交差している。パルプ・紙

産業の1994年３月期の売上経常利益率は１％を割っ

て約0.75％であるのにたいし業界のそれは約1.6

％である8)。将来的に利益率が結節域の約３％付

近に戻ってくるとすれば産業内での優位性は保た

れよう。

4．結節域をもたない１次元位相

これまでの議論より循環型位相のうちでバタフ

ライ型とよばれるパターンでは結節域の存在が明

らかとなった。しかしながら一方向のみの方向し

か示さない成長型やらせん型は循環過程を位相の

中に内包しないので結節域をもつことはない。以

下では典型的な衰退型と左方向へのらせん型の業

界例を調べることにしよう。

３．重髄業界

電気機器産業は，総合電機，重電，家庭電器

(含音響機器)，通信機（含通信機部品)，電子部

品，製御機器，電池．自動車関連，その他電気機

器の９業界から構成されている。その中で愈電業

界が売上経常利益率についておおよそバタフライ

型位相を示している，)。図７において結節域がｋ

１．ミシン・編機業界の例

ミシン・編機業界は製造全業界のなかで売上経

常利益率について唯一衰退型位相を示している業

界である。ゼロ軸より下にあって半円を描きなが

〔図７〕重電業界の売上経常利益率の１次元位相 〔図８〕ミシン・編機業界の売上経常利益率の
１次元位相

岬
四
極
》

》
》
》
》

｡ 

→l→、→､→o→p→ｑの７年間で形成され，その

中心であるＸ線が左右を分離している。’1ｺ心の

値は約0.03であり結節域に関してはパルプ・紙業

界と同規模である。結節域の右側にはｋ→lとｔ→

u→ｖとｂ→cのゼロ軸を上から下に交差するIMI線

が３本，左側に、→o→ｐおよびｑ→ｈとゼロ軸を

下から上に交差する曲線が２本よみとれよう。第

１次石illlショックのe→f近辺と第２次石油ショッ

クのｋ→l→、近辺では利益率の減少と次の時点

における伸び率を表す勾配の減少が如実に示され

ている。しかも第２次石iIllショックの方が業界に

とって影響の度合が小さかったこともⅢ]らかであ

ろう。電気機器産業の1994年３月期の売上経常利

益率は約２％で，立電はそれより若干小さく約

1.5％である。今後は結節域の中心である３％に

向かって増加することが予想されようＩＣ)。

ら左方向へ一方的に推移していく典型的な例であ

る。NEEDSデータの収録開始当初において勾配

(伸び率）がb→c→ｃとわずかながらプラスの値

をよみとることができるけれどもその後は一貫し

て現在まで勾配はマイナスである。したがってバ

タフライ型位相のように結節域を形成しないので，

いずれはある範囲の値へ回帰するという予測をた

てることはできない。むしろ幾度かの不況，好況

の景気循環にも影響されずに一定方向を指向する

という長期榊造を暗示しているのである。

図８において，横軸にたいしどこに垂線をおろ

しても同方向の動きを示す曲線グループに区分す

ることはできない。たとえば垂線Ａは時間的に

前半15年と後半15年に分ける垂線ではあるが，最

も右側の曲線はc→。とゼロ軸を上から下に交差

するのにたいし次の曲線はｇ→ｈとおおよそ下か

ら上方向に向かってc→ｄとは逆の動きを示して

いる。また垂線の左側では下から上に交差する曲

線と上から下方向に向かう曲線があり垂線Ａを
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合直線的形状を示すことになるが，図10ではｂ点

から出発して反時計回りの細長いループを右上が

結節域の中心とよぶことはできない。

機械産業全体としての1994年３月期の売上経常

利益率は約1.8％で全製造業の平均とほぼ同じで

あるが，ミシン・編機業界のそれは約－３％であ

る。１０業界で構成される機械産業Ⅲ)の中でミシン・

編機業界は相対的に不利な地位を将来的に免れる

ことはできないであろう。

〔図１０〕売上経常利益率と広告・宣伝費／

売上高の散布図

蓑
．

２．車体・その他業界

自動車産業の車体その他の業界における位相は

左方向へ３回ループを描きながら推移する典型的

ならせん型を示している（図９)。

りに描いていることがわかる。すなわち売上利益

率と売上高に占める広告・宣伝費の割合との関係

に時差相関が生じていることを表している'3)。売

上経常利益率は２期前の広告・宣伝費／売上高の

変動と相関が強いということであるＭ１・

広告・宣伝費／売上高の１次元位相には結節域

が形成されていないので１５１，図５で示した売上経

常利益率の結節域のみということになる。ｄから

eにかけては第１次石油ショックの時期であり２

変量とも低調であるが，ｔ→u→ｖのバブル景気で

は２変量とも上昇に転じていることがよみとれ

よう。

〔図９〕車体・その他業界の売上経常利益率の
１次元位相

＝（.。《ｄＤ５

この場合もループを描くが結節域は形成されてい

ない。したがってある周期で売上経常利益率が多

少上昇，下降を繰り返すことはあっても基本的に

景気変動の影響を受けることなく長期減少傾向を

継続すると考えられよう。このことは自動車産業

全体'2)および車体・その他業界の１％を割り込む

最近の低い売上経常利益率（産業約0.5％，業界

約0.6％）と同産業の国際競争の激しさを考慮す

れば理解できよう。

２．ミシン・編機

ミシン・編機業界の散布図における２変量の関

係は右上から左下にかけてたわみを生じながら推

移している（図11)。これは売上経常利益率が１

〔図11〕売上経常利益率と広告・宣伝費／

売上高の散布図

画
趣
唖
酊

０
 

０
 

０
 

０
 

５．散布図

ここではこれまでの１変量の動きに別の１変

量を加え，２変量の移動平均を散布図上に反映ざ

せいくつかの事例についてその相関関係を調べて

みることにしよう。

～２期前の広告・宣伝費／売上高の変動と関連し

ているということを意味する'6)。売上経常利益率

および広告・宣伝費／売上高の両方の１次元位

相'７１において結節域はみられないので，その中心

１．繊維２次加工

横軸に売上高に占める広告・宣伝費の割合，縦

軸に売上経常利益率をとりその関係を示したもの

が図10である。もし２変量に共変的関係がある場
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は存在せず縮小の方向へ一方的に指向しているこ

とが理解できよう。ｅ点からｄ点の不況期のみな

らずt→u→ｖのバブル景気においてもなんら影響

を受けることなく縮小方向へ一方的に推移してい

るのである。

能となったのである。

従来の静態的表現から動態的表現への転換をは

かることによって会計情報にたいする理解度が高

まることは充分期待できよう。膨大な会計データ

の構造解明には単純な図形による視覚化が不可欠

である。その意味で会計法規に縛られることなく

自由に作成可能な管理会計情報として位相情報を

位置付けることもできようが，位相情報を通して

企業内部，外部の利害関係者の経済合理的な意思

決定が促進されることを考慮すれば財務会計情報，

管理会計情報の分類に拘泥する必要はないかもし

れない。いずれに分類されるにせよ位相情報は確

実に意思決定の不確定な要素を減少させ，短期と

長期の方向性を示すことで予測の一助となるので

ある。

３．車体・その他

自動車．自動車部品産業全体としての売上経常

利益率の1次元位相は基本的に衰退傾向を表わし

ている181．車体．その他の業界の２変溌の関係に

おいても時間の経過とともに左下への減少傾向を

示している。広告・宣伝費／売上高の１次元位相

は売上経常利益率の１次元位相と異なり循環型で

ある',)。したがって最近の10年間に考察期間を限

定すれば広告・宣伝費／売上高はおおよそ0.6％

を中心とした結節域に戻っていくといえよう。

〔図１２〕売上経常利益率と広告・宣伝費／

売上高の散布図
〔注〕

１）１次元位相図の構造と位相パターンの議論につ

いては次の文献を参照されたい。斎藤清「経済デー

タの位相図解析一日本経済の位相と循環の視覚

的思考一」神戸商科大学経済研究所，1986年，

３－９７頁。拙稿「会計データにみる位相」「会計」

146巻，第３号，84-98頁。拙稿「会計データにみ

る位相一自動車業界を例として－」「経営志

林」第31巻，第２号，87-98頁。

２）拙稿「売上経常利益率の１次元位相一製造９７

業界一」「経営志林」第31巻，第４号，６６頁。

３）循環型位相と結節域の説明の１部は次の文献を

参考にしている。斎藤，前掲轡，103-141頁。

４）下図は労働分配率の１次元位相図である。

》
“
》
》

また２変量間に時差相関はないので２０１，当該営

業年度の広告・宣伝費は当該営業年度の収益獲得

に最も貢献したということである。図12より第２

次石油ショック近辺のi→j→k→l前後においてd

-Pe→f→g→ｈや、→､→o→ｐおよびｔ→u→ｖと

負の相関関係がよみとれよう。

６．むすびにかえて

》
》
》
》本稿では循環型位相において緒節域が現われる

場合とそうでない場合を示し，さらに２変量の関

係を把握するために散布図へ位相を反映させた。

結節域を有するバタフライ型位相では１つの指標

がほぼ一定の周期をもって結節域に向かって戻っ

てくるという性質が示され，反対に結節域をもた

ない位相では不況などのマクロ的要因に影響され

ることなく一定方向を指向することが示された。

そのことから短期，長期の傾向把捉が視覚的に可

第１次石油ショックにより経済櫛造に変化が生じ

たために，左側に石油ショック以前の結節域と右

側に石油ショック後の結節域の２個が形成されて

いる。
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５）拙稿「売上経常利益率の１次元位相一製造９７

業界一」「経営志林」第31巻，第４号，72-73頁。

６）1994年時点における全上場製造業，繊維産業，

繊維２次加工業界の企業数はそれぞれ2,223社，８９

社，１９社である。尚，決算期をすべて３月末日と

して，会計数値が換算されている。

７）拙稿，前掲論文，７３頁。

８）パルプ・紙産業とその他パルプ・紙業界の企業

数は1994年時点でそれぞれ42社，３４社である。

９）他業界の位相については次の文献を参照された

い。拙稿，前掲論文，79-80頁。

10）電気機器産業と重電業界の企業数は1994年時点

でそれぞれ207社．１７社である。

11）１０の業界とは①工作機械，②プレス機械，③繊

維機械，④運搬機・建設機械・内燃機，⑤農業機

械，⑥化工機械，⑦ミシン・編機，⑧軸受，⑨事

務機，⑩その他機械である。機械産業全体として

1994年３月期での会社数は208社，ミシン・編機業

界は５社である。

12）自動車・自動車部品産業は，①自動車，②自動

車部品，③車体・その他の３業界から成り立って

いる。1994年３月期の自動車・自動車部品産業の

企業数は64社，車体・その他は６社である。

13）時差相関の図式化については次の文献を参照さ

れたい。斎藤清「非線形経済現象と時差相関」「国

民経済雑誌」第164巻，第３号，１－１６頁。

14）第７期（年）までの時差相関係数係列は次の通

りである。

期期

0．0.649４．0.607 

１．0.736５．0.494 

２．0.747６．0415 

30.695７．0.399 

15）繊維２次加工の広告・宣伝費／売上高の１次元

位相図

16）第７期（年）までの時差相関係数係列は次の通

りである。

期期

０．0.8464４．0.8025 

１．0.8508５．0.7255 

２．0.8508６．0.6135 

３．0.8415７．0.4918 

17）ミシン・編機業界の広告・宣伝費／売上高の１

次元位相図

０
》
》
》

１
１
 

８
９
 

１
１
 

拙稿，前掲論文，８０頁。

車体・その他業界の広告・宣伝費／売上高の１

次元位相図

循環型であり約0.0065で横軸にたいし垂線を引

くとゼロ軸を下から上に交差するf→ｇとｐ→ｑ

および上から下に交差するｒ→s→ｔとｋ→ｌに

区分することができるのでこの垂線Ｘを結節

域の中心とみることができる。

20）第７期（年）までの時差相関係数係列は次の通

りである。

期期

0．0.722４．0.388 

１．0.594５．0.437 

２．0.470６．0.543 

３．0.399７．0.671 
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